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【学位論文審査の要旨】 
 本論文は，多様なエスニック集団に属する高齢者の生活と健康の実態と，保健サービ
ス利用に関連する要因を明らかにした研究である。日本で生活する外国人やエスニック
マイノリティ集団を対象とした看護学の研究は未だ少なく，文化的多様性やエスニック，
エスニックマイノリティを取り上げた報告もごくわずかである。研究対象としても，外国
人患者・妊産婦の個別支援に関すること，外国人留学生の健康状態や外国人看護師の就労
に関することなどが散見される程度であり，特に，地域で生活する高齢者を対象として，
一般的な日本人高齢者と比較した研究はほとんどない。本研究は，地域で生活する定住コ
リアン高齢者と中国帰国高齢者を対象として，多様なエスニックに着眼した点，ヘルスサ
ービス利用の行動モデル（Anderson & Davidson, 2007）の枠組みを参考にして，疾病予防・
健康増進を目的とした保健サービスの利用に関連する要因を日本人高齢者と比較して明ら
かにした点に新奇性がある。 
 本研究では，65歳以上の一般的な日本人 220名，中国帰国者 200名，定住コリアン 334
名の計 754 名を対象として，自記式質問紙（日本語，中国語，ハングル）による集合調査
を実施している。回収数は 450票（回収率 59.7％）であり，これらを分析した結果，日本
人高齢者と比較して，生活習慣病の割合が高いこと，リテラシーによる困難さがあること，
保健サービス利用の割合が低いことなどが明らかとなった。また，1次予防としての保健サ
ービス利用と関連する要因では，素因のエスニックが日本人（OR=5.54, 95%CI [2.58, 
11.88]），利用促進要因の社会的ネットワーク得点がより高いこと（OR=1.09, 95%CI [1.04, 
1.15]）が関連していた。2 次予防としての保健サービス利用と関連する要因では，エスニ
ックスが日本人（OR=11.47, 95%CI [2.52, 52.18]），社会的ネットワークの得点がより高い
こと（OR=1.06, 95%CI [1.00, 1.11]）が関連していた。これらの結果から，保健サービス
利用促進に向けた支援や，支援のためのネットワークの拡大に向けた働きかけの必要性と
看護への示唆が考察されている。 
 それぞれの集団のサンプルサイズ，解析モデルの適合度，生活習慣についての情報不足
などの研究の限界はあるものの，日本で生活するエスニックマイノリティ高齢者に着眼し
て，健康格差や保健サービス利用状況の格差の実態と要因を検証した結果は，学術的にも
社会的にも価値があると考える。 
論文審査では，研究課題としたエスニックの視点という文章表現と解釈，実態調査の
位置づけと結果の解釈，年齢などの交絡因子を設定した解析の必要性，解析方法の選択
のプロセス，社会経済的な要因の設定，行動モデルの Contextualな特徴の枠組みでは
なく個人の特徴を選択した理由，定住コリアン高齢者と中国帰国高齢者という 2つの対
象集団を選択した理由，研究結果の実践への適用，文化的多様性に考慮した看護の具体
例，看護基礎教育への適用などに関する質疑があった。また，正誤表により誤字脱字を
確認した。質疑では，概ね妥当な回答が得られ，用語の解釈，分析方法，看護への適用
など，検討が必要な事項については十分に吟味し，さらに精選していくための今後の課
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題として，真摯に受け止めていた。公聴会では，研究対象者の集まりの場やコミュニテ
ィのある地域の特徴，コミュニティの広がり，言語的な問題，社会的ネットワークの測
定内容，解析モデルの適合度の解釈などについての質疑があり，学位申請者は，それぞ
れについて詳細に説明し，概ね妥当な回答が得られていた。また，研究の限界も認識し
た上で，今後の課題についても述べられていた。 
 以上のことから，本研究は博士論文としての水準に達していると判断し，学位申請者
が博士（看護学）の学位に相当する深い知識と研究能力を有していると評価する。 
